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インタビュー

―
最
初
に
和
泉
市
水
道
事

業
の
概
要
か
ら
お
話
し
く
だ

さ
い
。

高
藤
部
長

本
市
水
道
は

昭
和
�
年
に
和
泉
町
他
２
カ

町
村
の
上
水
道
組
合
を
継
承

し
、
同
�
年
９
月
に
給
水
を

開
始
し
ま
し
た
。

昭
和
�
年
に
は
第
１
回
拡

張
事
業
に
着
手
し
、
さ
ら
に

高
度
成
長
期
に
は
堺
泉
北
臨

海
工
業
地
帯
の
後
背
地
と
し

て
の
大
規
模
な
住
宅
開
発
に

伴
い
、
第
２
回
、
第
３
回
と

拡
張
事
業
を
実
施
し
、
未
給

水
区
域
の
解
消
に
取
り
組
み

ま
し
た
。

平
成
４
年
に
は
中
央
丘
陵

開
発
及
び
コ
ス
モ
ポ
リ
ス
計

画
（
テ
ク
ノ
ス
テ
ー
ジ
）
を

は
じ
め
と
す
る
大
規
模
住
宅

開
発
や
工
業
団
地
計
画
の
進

展
に
よ
る
水
需
要
の
拡
大
に

対
応
す
る
た
め
、
第
４
回
拡

張
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。

平
成
�
年
に
は
主
要
施
設

を
�
時
間
監
視
す
る
中
央
監

視
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
、

さ
ら
に
将
来
に
わ
た
る
安
定

給
水
を
図
る
た
め
、
水
道
施

設
及
び
管
路
の
整
備
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
第

４
拡
は
今
年
度
が
目
標
年
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。

―
現
在
の
主
要
事
業
と
い

い
ま
す
と
。

高
藤

現
在
、
進
め
て
い

る
主
要
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
横
山
地
区
を
は
じ
め
と

す
る
南
部
地
域
の
安
定
給
水

の
向
上
及
び
国
道
１
７
０
号

沿
道
の
未
給
水
区
域
へ
の
給

水
を
目
的
に
、（
仮
称
）
仏

並
配
水
場
並
び
に
仏
並
加
圧

ポ
ン
プ
場
の
建
設
を
平
成
�

年
度
よ
り
同
�
年
度
ま
で
の

５
カ
年
の
継
続
事
業
で
行
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
本
市
水
道
事
業
は
平

成
�
年
度
に
策
定
し
た
『
和

泉
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
』
に
掲

げ
る
４
つ
の
施
策
目
標
の
ひ

と
つ
で
あ
る

安
心
で
き
る

水
の
供
給

な
ど
を
目
指

し
、
水
道
施
設
の
耐
震
化
を

は
じ
め
と
し
た
様
々
な
事
業

を
計
画
的
、
効
率
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
水
需
要
の
動
向

や
社
会
経
済
情
勢
、
さ
ら
に

東
日
本
大
震
災
の
経
験
を
踏

ま
え
、
水
道
施
設
の
老
朽
化

な
ど
に
よ
る
改
築
更
新
及
び

耐
震
化
に
対
す
る
整
備
の
優

先
度
な
ど
見
直
し
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
、

計
画
の
進
捗
状
況
や
実
施
事

業
に
対
し
て
の

評
価
を
行
う
と

共
に
、
今
後
実

施
す
る
諸
事
業

を
改
め
て
整
理

し
、
よ
り
効
率

的
か
つ
効
果
的

な
計
画
を
作
成

し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

―
は
つ
が
野

配
水
場
を
整
備

さ
れ
た
背
景
と

い
い
ま
す
と
。

三
木
課
長

は
つ
が
野
配
水

場
は
平
成
４
年

３
月
認
可
の
第

４
回
拡
張
事
業

の
中
で
、
中
央

受
配
水
場
と
並

ぶ
基
幹
配
水
施

設
と
し
て
整
備

し
た
も
の
で

す
。

第
４
拡
は
、
和
泉
市
丘
陵

地
帯
に
お
け
る
新
住
宅
市
街

地
開
発
事
業
を
は
じ
め
、
新

規
宅
地
開
発
が
活
発
と
な

り
、
今
後
の
水
需
要
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
は

平
成
�
年
度
を
完
成
目
標

に
、
計
画
給
水
人
口
を
	
万

９
６
０
０
人
、
１
日
最
大
給

水
量
９
万
立
方
㍍
と
し
て
着

手
し
ま
し
た
。
事
業
を
推
進

す
る
中
で
、
都
市
再
生
機
構

に
よ
る
中
央
丘
陵
地
区
の
開

発
の
進
捗
が
遅
れ
、
そ
れ
に

比
例
し
て
人
口
増
加
率
も
鈍

化
傾
向
に
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
第
４
拡
は
変
更
認
可
を

受
け
、
目
標
年
次
を
今
年
度

末
に
延
ば
し
て
推
進
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

は
つ
が
野
配
水
場
は
、
泉

州
山
手
線
以
南
の
都
市
再
生

機
構
区
域
内
、
あ
ゆ
み
野
、

は
つ
が
野
地
区
、
さ
ら
に
周

辺
の
中
区
配
水
区
の
安
定
給

水
を
目
的
に
整
備
し
、
平
成

�
年
に
は
１
号
配
水
池
が
稼

働
し
ま
し
た
。
２
号
配
水
池

は
配
水
場
の
敷
地
内
に
増
築

し
、
さ
ら
に
配
水
場
周
辺
へ

の
給
水
の
た
め
配
水
塔
、
送

水
ポ
ン
プ
な
ど
も
整
備
し
ま

し
た
。

２
号
配
水
池
は
、
１
号
配

水
池
と
同
様
、
容
量
は
９
５

０
０
立
方
㍍
で
す
。
阪
神
・

淡
路
大
震
災
や
東
日
本
大
震

災
以
降
の
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
、
非
常
用
給

水
体
制
の
強
化

を
図
っ
て
お

り
、
２
号
池
の

完
成
に
よ
り
１

号
池
の
緊
急
遮

断
弁
で
応
急
給

水
用
の
飲
料
水

確
保
が
確
実
な

も
の
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
配
水
塔

は
、
配
水
場
周

辺
地
域
の
宅
地

開
発
に
よ
る
水
需
要
を
考
慮

し
、
３
階
直
圧
給
水
に
も
十

分
な
水
圧
を
供
給
で
き
る
よ

う
高
さ
は


㍍
に
整
備
し
て

い
ま
す
。

２
号
配
水
池
は
、
外
径



・
４
㍍
、
高
さ
�
・
９
㍍
、

有
効
水
深
�
㍍
で
、
壁
厚
�

㌢
の
薄
さ
で
も
水
圧
に
耐
え

る
現
場
打
ポ
ス
テ
ン
円
形
Ｐ

Ｃ
構
造
を
採
用
し
て
い
ま

す
。
屋
根
は
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム

合
金
製
屋
根
で
、
骨
格
部
分

を
支
点
に
１
４
４
枚
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
並
べ
ま
し
た
。

約
�

の
発
電
が
可
能
と
な

り
、
配
水
塔
へ
の
送
水
ポ
ン

プ
の
運
転
に
活
用
し
て
い
ま

す
。―

２
号
配
水
池
で
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
屋

根
を
採
用
さ
れ
た
背
景
は
。

三
木

第
４
拡
で
は
、
中

央
受
配
水
場
に
有
効
容
量
７

３
０
０
立
方
㍍
の
Ｐ
Ｃ
造
配

水
池
を
２
池
、
さ
ら
に
、
は

つ
が
野
配
水
場
１
号
配
水
池

を
整
備
し
ま
し
た
。
こ
の
３

池
の
ド
ー
ム
は
、
従
来
工
法

の
Ｒ
Ｃ
造
ド
ー
ム
屋
根
で

す
。Ｒ

Ｃ
造
ド
ー
ム
屋
根
は
、

型
枠
の
支
保
工
に
か
か
る
工

期
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
養
生

期
間
が
必
ず
必
要
で
、
さ
ら

に
ド
ー
ム
部
分
の
内
面
防
食

は
、
施
工
性
の
難
易
度
が
高

い
な
ど
、
維
持
管
理
を
含
む

現
場
管
理
の
難
し
さ
を
経
験

し
て
い
ま
し
た
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
屋

根
は
施
工
性
、
耐
震
性
、
さ

ら
に
維
持
管
理
性
に
優
れ
、

将
来
資
源
の
再
利
用
も
可
能

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
近
隣
の

泉
南
市
で
採
用
さ
れ
て
い
る

の
を
見
学
し
、
メ
リ
ッ
ト
な

ど
を
考
慮
し
て
、
本
市
で
も

採
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。―

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製

屋
根
に
太
陽
光
発
電
を
設
置

さ
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な

経
緯
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

三
木

本
市
に
お
い
て

は
、
第
二
次
和
泉
市
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
に
よ

り
、
事
務
・
事
業
の
実
施
に

伴
っ
て
排
出
さ
れ
る
温
室
効

果
ガ
ス
の
総
排
出
量
を
６
％

削
減
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
ま
す
。

上
下
水
道
部
と
し
て
も
、

環
境
に
や
さ
し
い
施
設
造
り

を
目
指
し
、
公
共
施
設
に
お

け
る
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

の
一
環
と
し
て
、
敷
地
の
有

効
利
用
と
ク
リ
ー
ン
で
無
尽

蔵
な
太
陽
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利

用
を
推
進
す
る
目
的
で
、
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
検
討

し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
は
つ
が
野
配

水
場
築
造
工
事
の
一
環
と
し

て
、
配
水
塔
へ
の
送
水
ポ
ン

プ
の
運
転
電
機
使
用
量
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
ド
ー
ム
部

分
に
�

相
当
の
太
陽
光
発

電
設
備
を
導
入
し
た
も
の
で

す
。当

時
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
や

売
電
を
主
と
す
る
考
え
方
で

太
陽
光
発
電
を
整
備
さ
れ
る

と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
、は
つ
が
野
配
水
場
で
は
、

あ
く
ま
で
使
用
電
力
を
軽
減

す
る
と
い
う
考
え
で
す
。
設

置
ポ
ン
プ
の
計
画
消
費
電
力

量
と
配
水
池
屋
根
の
面
積
、

発
電
効
率
か
ら
�

が
相
当

と
し
て
計
画
し
た
も
の
で

す
。本

市
で
の
電
力
量
の
削
減

策
は
、
今
回
の
太
陽
光
発
電

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
取
り

組
み
を
実
施
し
て
お
り
、
設

備
費
用
を
投
入
し
た
も
の
や

マ
ン
パ
ワ
ー
の
み
で
成
果
を

あ
げ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。計

画
的
な
送
水
水
運
用
で

１
日
�
時
間
平

均
的
な
受
電
と

し
、
使
用
電
力

量
の
ム
ラ
を
少

な
く
す
る
ほ

か
、
デ
マ
ン
ド

対
策
、
ま
た
各

配
水
池
の
配
水

区
を
見
直
す
こ

と
で
送
水
に
か

か
る
電
力
量
の

削
減
も
図
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、

節
電
機
材
の
導

入
、
例
え
ば
照

明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
、
空
調
機
も

節
電
型
を
率
先

し
て
導
入
し
て

い
ま
す
。
ま
た

大
阪
広
域
水
道

企
業
団
か
ら
の

受
水
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
有
効
利
用
で
き
る
ブ
ー

ス
タ
ー
方
式
に
よ
る
イ
ン
バ

ー
タ
ー
ポ
ン
プ
を
昨
年
９
月

か
ら
稼
働
さ
せ
る
な
ど
、
多

角
的
に
電
力
削
減
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
太
陽
光
発
電
の
効
果
は

い
か
が
で
す
か
。

三
木

は
つ
が
野
配
水
場

は
、
平
成
�
・
�
・
�
年
度

工
事
で
２
号
配
水
池
と
配
水

塔
が
完
成
し
、
２
号
配
水
池

の
屋
上
に
設
置
し
た
太
陽
光

発
電
は
昨
年
３
月
末
か
ら
稼

働
し
て
い
ま
す
。

平
成
�
年
度
の
太
陽
光
発

電
に
よ
る
年
間
発
電
量
は
、

２
万
９
０
０
０

で
す
。
は

つ
が
野
配
水
場
の
電
力
使
用

量
は
１
万
７
０
０
０

で
、

そ
の
内
、
太
陽
光
発
電
で
賄

わ
れ
た
年
間
電
力
量
は
約
２

０
０
０

と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
配
水
塔
の
給
水
エ
リ

ア
が
開
発
途
上
の
た
め
、
ポ

ン
プ
の
稼
働
も
限
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
維
持
管
理
費
を

考
慮
し
て
蓄
電
施
設
を
整
備

し
な
い
た
め
、
発
電
電
力
の

�
・
５
％
を
関
西
電
力
に
売

電
し
て
い
る
の
が
現
状
で

す
。将

来
予
測
で
は
、
は
つ
が

野
配
水
場
で
使
用
す
る
電
力

の
約
�
％
を
太
陽
光
発
電
で

賄
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

な
お
平
成
�
年
度
の
発
電

量
２
万
９
０
０
０

の
環
境

貢
献
効
果
は
、
年
間
約
６
６

０
０

の
石
油
削
減
効
果
、

約
９
１
２
０
㌔

の
Ｃ
Ｏ
２

の

削
減
効
果
が
得
ら
れ
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
藤

現
在
、
和
泉
市
の

南
部
地
域
、
配
水
区
で
高
区

配
水
区
と
な
り
ま
す
大
阪
外

環
状
線
沿
道
で
、
先
ほ
ど
申

し
ま
し
た
（
仮
称
）
仏
並
配

水
場
を
築
造
中
で
す
。

施
設
規
模
は
有
効
容
量
１

０
０
０
立
方
㍍
の
Ｐ
Ｃ
造
配

水
池
２
池
と
高
区
配
水
池
、

有
効
容
量
３
０
０
立
方
㍍
の

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
板
製
タ
ン
ク

で
平
成
�
年
度
の
完
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

こ
の
配
水
場
は
、
北
向
き

斜
面
で
す
か
ら
、
太
陽
光
発

電
の
設
置
に
は
効
率
が
悪
い

た
め
、
設
置
計
画
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
、
中
継
ポ
ン

プ
場
を
含
め
、
ポ
ン
プ
設
備

に
は
２
０
１
５
年
か
ら
義
務

化
さ
れ
た
省
エ
ネ
法
に
お
け

る
特
定
機
器
の
要
件
を
踏
ま

え
、
高
効
率
の
モ
ー
タ
使
用

は
も
と
よ
り
、
各
種
節
電
機

器
を
導
入
し
て
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
努
め
ま
す
。

完
成
後
は
高
区
地
域
の
老

朽
施
設
の
集
約
を
図
る
と
共

に
、
本
市
内
で
唯
一
残
っ
て

い
る
簡
易
水
道
事
業
の
水
道

事
業
へ
の
統
合
も
予
定
す
る

中
で
、
将
来
に
わ
た
る
安
全

で
安
心
な
水
を
安
定
し
て
お

届
け
で
き
る
よ
う
、
長
期
的

な
視
点
で
水
道
事
業
の
構
築

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

～～環環境境にに優優ししいい
施施設設づづくくりりもも鋭鋭意意推推進進～～





大大
槻槻
恒恒
久久

会会
長長

―
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
屋

根
工
法
協
会
の
概
要
に
つ
い
て

お
願
い
し
ま
す
。

大
槻
会
長

ま
ず
、
当
協
会

を
設
立
し
た
経
緯
で
す
が
、
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
屋
根
の
部

材
と
な
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

は
軽
量
、高
強
度
、高
耐
久
性
、

リ
サ
イ
ク
ル
可
能
な
ど
と
い
っ

た
特
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
特

性
に
着
目
し
て
配
水
池
な
ど
の

屋
根
に
応
用
で
き
な
い
か
と
考

え
ま
し
た
。
こ
の
当
時
、
Ｐ
Ｃ

タ
ン
ク
で
は
Ｒ
Ｃ
屋
根
が
多
く

採
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
内

部
支
保
工
の
施
工
性
や
打
設
な

ど
品
質
の
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
の
特
性
を
活
か
し
、
部
材
を

工
場
で
製
作
し
て
現
地
で
組
み

立
て
る
こ
と
に
よ
り
品
質
確

保
、
工
期
短
縮
、
コ
ス
ト
低
減

が
実
現
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

防
水
防
食
塗
装
が
不
要
な
こ
と

に
加
え
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ

ー
な
の
で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
も
低
減
で
き
ま
す
。
自
由

度
も
あ
り
ま
す
の
で
屋
根
だ
け

で
な
く
、
覆
蓋
な
ど
に
も
適
用

が
可
能
で
す
。

こ
の
よ
う
な
特
性
を
持
つ
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
屋
根
の
普

及
を
目
指
し
て
、
平
成
�
年
４

月
に
ゼ
ネ
コ
ン
�
社
と
メ
ー
カ

ー
４
社
で
当
協
会
を
設
立
し
ま

し
た
。
平
成
�
年
４
月
現
在
で

正
会
員
（
ゼ
ネ
コ
ン
）
�
社
、

賛
助
会
員（
メ
ー
カ
ー
）５
社
、

準
会
員
（
施
工
会
社
）
２
社
、

地
区
会
員
（
地
域
限
定
施
工
会

社
）
１
社
で
構
成
し
て
い
ま

す
。―

協
会
の
活
動
経
過
と
現
在

ま
で
の
成
果
、
実
績
に
つ
い
て

お
話
し
く
だ
さ
い
。

大
槻

当
協
会
で
は
定
期
総

会
を
年
１
回
開
い
て
お
り
、
下

部
組
織
と
し
て
理
事
会
、
運
営

委
員
会
、
技
術
委

員
会
、
広
報
委
員

会
を
年
数
回
開
い

て
い
ま
す
。
ま

た
、
工
法
の
普
及

を
目
的
に
現
場
見

学
会
を
随
時
開
い

て
お
り
、
多
く
の

自
治
体
関
係
者
や

会
員
各
社
に
参
加

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ

か
、
日
本
水
道
協
会
総
会
に
参

加
し
た
り
、
全
国
会
議
の
水
道

研
究
発
表
会
で
工
法
を
発
表
し

た
り
、
水
道
展
に
出

展
し
て
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
実
績

は
、
平
成
�
年
に
神

戸
市
に
お
い
て
、
上

水
道
用
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク

新
設
の
ド
ー
ム
屋
根

に
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
製
屋
根
が
日
本
で

初
め
て
採
用
さ
れ
て

以
来
、
Ｒ
Ｃ
ド
ー
ム

屋
根
の
更
新
や
農
業

用
フ
ァ
ー
ム
ポ
ン

ド
、
鋼
製
タ
ン
ク
の

屋
根
な
ど
に
も
採
用

さ
れ
て
お
り
適
用
範

囲
を
拡
大
し
て
い
ま

す
。
屋
根
工
法
は
当

初
、
輸
入
工
法
の
ウ

ル
ト
ラ
ド
ー
ム
工
法

を
採
用
し
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
�
年
か

ら
国
産
工
法
の
ア
ル
ト
ラ
ス
工

法
、
ド
ー
ム
ト
ラ
ス
工
法
、
コ

ー
ン
ル
ー
フ
工
法
を
開
発
し
ま

し
た
。

覆
蓋
に
つ
い
て
は
平
成
�
年

に
流
山
市
の
浄
水
場
の
屋
根
の

更
新
に
採
用
さ
れ
て
以
来
、
浄

水
場
の
沈
殿
池
や
ろ
過
池
に
多

く
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
固
定

式
、
可
動
式
、
建
屋
式
の
タ
イ

プ
が
あ
り
、
平
成
�
年
か
ら
は

太
陽
光
パ
ネ
ル
の
併
設
も
増
え

て
い
ま
す
。
平
成
�
年
７
月
現

在
で
屋
根
が
１
２
０
タ
ン
ク
、

覆
蓋
が
５
１
６
池
の
合
計
６
３

６
基
の
実
績
が
あ
り
ま

す
。―

協
会
の
重
点
活
動

と
今
後
の
活
動
の
方
向

性
に
つ
い
て
お
願
い
し

ま
す
。

大
槻

ま
ず
、
重
点

活
動
で
す
が
自
治
体
や

コ
ン
サ
ル
の
方
に
工
法

を
知
っ
て
い
た
だ
き
、

発
注
者
の
ニ
ー
ズ
に
合

っ
た
技
術
を
開
発
す
る

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、

不
断
水
で
タ
ン
ク
屋
根

更
新
工
事
を
可
能
に
し

た
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ッ
ピ

ン
グ
工
法
や
、
和
泉
市

の
配
水
池
タ
ン
ク
の
ド

ー
ム
屋
根
へ
の
太
陽
光

パ
ネ
ル
設
置
は
発
注
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
実

現
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
に
も
埼
玉
県
で
実
施

し
た
架
空
線
下
の
配
水
池
タ
ン

ク
に
お
け
る
覆
蓋
、
宮
古
島
の

フ
ァ
ー
ム
ポ
ン
ド
に
お
け
る
強

風
下
の
水
面
上
施
工
な
ど
も
実

施
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
要
望

に
お
応
え
し
て
技
術
開
発
を
進

め
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
２
０
２
０
年
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
来
日
す
る
観
光
客
の
皆

様
に
、
日
本
の
美
味
し
い
水
道

水
を
飲
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で

す
。
こ
の
た
め
テ
ロ
対
策
、
降

灰
対
策
、
藻
類
発
生
抑
制
と
し

て
の
覆
蓋
設
置
を
促
進
し
、
安

全
で
安
心
な
美
味
し
い
水
道
水

の
供
給
に
貢
献
し
て
い
き
た
い

で
す
。

水
道
事
業
体
で
は
人
口
減
少

に
よ
る
歳
入
減
、
定
年
退
職
に

よ
る
職
員
数
の
減
少
が
進
ん
で

お
り
、
低
コ
ス
ト
で
維
持
管
理

が
容
易
な
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

製
屋
根
・
覆
蓋
の
設
置
に
つ
い

て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

―
水
道
事
業
体
な
ど
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
槻

当
協
会
の
工
法
は
自

由
度
の
高
い
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
の
特
性
を
活
か
し
、
様
々
な

用
途
・
形
状
・
環
境
・
施
工
条

件
・
景
観
配
慮
な
ど
に
対
応
が

可
能
で
す
。
お
困
り
の
こ
と
が

あ
れ
ば
、
当
協
会
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
技
術
と

工
法
の
開
発
を
推
進
し
、
お
役

に
立
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
製
屋
根
・
覆
蓋
の
メ
リ
ッ
ト

を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ど
ん
ど
ん

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

武武
冨冨
幸幸
郎郎

技技
術術
委委
員員
会会
委委
員員
長長

―
ま
ず
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
製
屋
根
工
法
の
概
要
と
特
徴

に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ
い
。

武
冨
委
員
長

私
ど
も
が
使

っ
て
い
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

は
、
水
道
施
設
で
使
え
る
よ
う

に
強
度
が
高
い
も
の
を
使
っ
て

い
ま
す
。
骨
組
み
に
使
う
も
の

は
鉄
や
ス
テ
ン
レ
ス
と
同
じ
強

度
で
、
比
重
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
同
じ
く
３
分
の
１
と
な
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
の
中
で
も
塩
素
に
強
い
素
材

を
使
っ
て
い
る
の
で
、
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
リ
ー
が
可
能
で
す
。

一
番
の
特
徴
は
強
く
て
軽
い
の

で
本
体
に
与
え
る
荷
重
が
小
さ

い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
軽
量
と
い
う
こ
と
で

施
工
時
に
現
場
で
組
ん
で
ウ
イ

ン
チ
で
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
ド
ー
ム
の
場
合
は
足
場
な

ど
が
必
要
と
な
り
、
仮
設
費
が

高
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
屋
根
は
塗

装
も
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
は
高
価
な
素
材
で
す

が
、
仮
設
費
と
塗
装
費
が
必
要

な
い
の
で
、
あ
る
程
度
の
規
模

に
な
る
と
コ
ス
ト
面
で
も
優
位

性
を
発
揮
で
き
ま
す
。
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を
考
え
ま
す

と
塗
装
費
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が

必
要
な
い
と
い
う
こ
と
は
大
き

い
で
す
。

さ
ら
に
、
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
は

１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル
可
能
で

産
業
廃
棄
物
に
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
軽
い
の
で
工
期
が
短
く

な
り
ま
す
。
特
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
の
場
合
で
水
を
止
め
て
の
施

工
と
な
る
と
、
出
来
る
だ
け
工

期
が
短
い
こ
と
が
望
ま
し
い
で

す
。
半
年
、
１
年
か
か
る
と
夏

の
水
需
要
の
ピ
ー
ク
に
間
に
合

わ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
屋
根
は

工
場
で
作
り
、
現
場
で
は
ボ
ル

ト
を
締
め
る
だ
け

で
、
な
お
か
つ
溶

接
は
行
わ
な
い
の

で
工
期
短
縮
が
図

れ
ま
す
。
こ
う
い

う
特
徴
を
活
か
し

て
円
形
、
四
角
な

ど
も
出
来
ま
す
。

―
技
術
的
発
展

の
経
緯
に
つ
い
て

お
話
し
く
だ
さ
い
。

武
冨

最
初
は
Ｐ
Ｃ
タ
ン
ク

の
屋
根
と
い
う
こ
と
で
、
Ｈ
型

の
部
材
を
ボ
ル
ト
接
合
す
る

「
ウ
ル
ト
ラ
ド
ー
ム
工
法
」
を

輸
入
し
て
展
開
を
始
め
ま
し

た
。
次
に
チ
ュ
ー
ブ

型
の
型
材
を
嵌
合
接

合
す
る
国
産
の
「
ア

ル
ト
ラ
ス
工
法
」
を

開
発
し
、
日
本
の
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
メ
ー
カ

ー
と
一
緒
に
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
て
ド
ー
ム

を
作
っ
て
き
ま
し

た
。
当
協
会
は
複
数

の
工
法
を
持
っ
て
い

る
の
で
、
協
会
内
で

技
術
的
な
競
争
が
起

き
て
コ
ス
ト
低
減
へ

の
取
り
組
み
が
進
ん

で
い
ま
す
。

さ
ら
に
浄
水
場
は

オ
ー
プ
ン
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
安
全
面

な
ど
か
ら
覆
蓋
を
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
こ

と
で
覆
蓋
を
展
開
し
ま
し
た
。

覆
蓋
は
固
定
式
、
可
動
式
を
開

発
し
、
さ
ら
に
夜
に
無
人
に
な

る
浄
水
場
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を

高
め
る
た
め
建
屋
式
を
開
発
し

ま
し
た
。
柱
も
壁
も
全
て
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム
合
金
で
作
る
工
法
で

す
。
固
定
、可
動
、建
屋
と
い
う

３
つ
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
コ
ス

ト
と
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
提
案
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

覆
蓋
に
は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
な
ど
の
材

質
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
強

度
に
優
れ
た
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合

金
な
ら
、
�
㍍
を
超
え
る
池
に

一
本
で
可
動
ふ
た
を
か
け
る
こ

と
が
可
能
で
す
。
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
の
可
動
ふ
た
は

�
㌔
く
ら
い
の
推
力
で

推
す
こ
と
が
で
き
ま

す
。―

太
陽
光
パ
ネ
ル
付

ド
ー
ム
屋
根
開
発
の
背

景
と
経
過
に
つ
い
て
お

話
し
く
だ
さ
い
。

武
冨

ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
製
屋
根
と
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
組
み
合
わ

せ
は
、
東
京
都
水
道
局

か
ら
浄
水
場
の
ろ
過
池

に
セ
ッ
ト
で
設
置
で
き

な
い
か
と
い
う
話
が
あ

っ
た
こ
と
が
始
ま
り
で

す
。
平
面
な
池
に
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
技
術

的
な
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
和
泉
市

で
は
三
角
形
の
ト
ラ
ス
構
造
を

し
て
い
て
、
形
が
全
部
違
う
の

で
既
存
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
設

置
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ

で
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
合
わ
せ
た

フ
レ
ー
ム
を
増
や
す
こ
と
で
設

置
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
も
っ
と
大
容
量
と
い
う
こ

と
に
な
れ
ば
ド
ー
ム
に
設
置
す

る
の
で
は
な
く
、
南
側
を
向
い

た
覆
蓋
で
あ
れ
ば
可
能
で
す
。

―
工
法
の
今
後
の
技
術
的
展

開
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ

い
。武

冨

ま
ず
、
お
客
様
の
ニ

ー
ズ
を
聞
い
て
、
そ
れ
に
応
え

る
形
で
展
開
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
現
在
は
テ
ロ
、
降

灰
対
策
な
ど
の
観
点
か
ら
浄
水

場
の
覆
蓋
を
進
め
た
ほ
う
が
い

い
と
思
い
ま
す
。
塩
素
の
投
入

量
も
減
り
、
水
温
も
安
定
し
ま

す
。
覆
蓋
を
進
め
る
の
に
何
が

問
題
か
と
い
う
と
、
担
当
者
は

目
で
見
て
安
全
を
確
認
し
た
い

と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
覆
蓋
す
る
と
開
け
る
作

業
が
大
変
だ
と
い
う
こ
と
も
原

因
だ
と
思
い
ま
す
。
可
動
と
い

っ
て
も
開
け
る
動
作
を
行
わ
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
現

在
、
点
検
と
覆
蓋
の
両
方
で
き

る
も
の
を
開
発
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
電
動
で
開
放
を
ア

シ
ス
ト
す
る
も
の
で
す
。
興
味

が
あ
る
自
治
体
は
ぜ
ひ
、
連
絡

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。毎

日
使
っ
て
い
る
方
に
と
っ

て
使
い
や
す
い
も
の
を
開
発
し

て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
基
本

方
針
で
す
。「
こ
う
い
う
も
の

が
あ
れ
ば
」
と
い
う
ご
要
望
が

あ
れ
ば
ぜ
ひ
、
ご
一
報
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

イイ

ンン

タタ

ビビ

ュュ

ーー
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和和
泉泉
市市
上上
下下
水水
道道
部部
長長

高高
藤藤

易易
元元
氏氏

同同
部部
水水
道道
工工
務務
課課
長長
（（
水水
道道
技技
術術
管管
理理
者者
））

三三
木木

堅堅
志志
氏氏

工法普及へ多様な活動
屋根・覆蓋で多くの実績

強くて軽くメンテフリー
工場製作で工期短縮

配水場の約２０％を太陽光で…三木 第４回拡張事業の最終年度に…高藤

太陽光発電パネルが設置された２号配水池

大
阪
府
和
泉
市
は
、
平
成
４
年
４
月
に
第
４
回

拡
張
事
業
を
起
工
し
、
中
央
配
水
場
、
は
つ
が
野

配
水
場
な
ど
給
水
安
定
性
の
向
上
に
向
け
た
基
幹

施
設
の
整
備
に
着
手
し
た
。
そ
の
後
平
成

年
度

に
は
「
和
泉
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、�
安

心
で
き
る
水
の
供
給
�
な
ど
４
つ
の
目
標
を
掲
げ

て
同
ビ
ジ
ョ
ン
と
整
合
さ
せ
な
が
ら
４
拡
を
始
め

と
す
る
様
々
な
事
業
を
進
め
て
い
る
。
こ
の
う

ち
、
は
つ
が
野
配
水
場
は
い
ず
れ
も
容
量
９
５
０

０
立
方
㍍
の
１
号
配
水
池
、
２
号
配
水
池
及
び
配

水
塔
で
構
成
し
、
２
号
配
水
池
及
び
配
水
塔
の
屋

根
に
は
耐
震
性
、
維
持
管
理
性
に
優
れ
た
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
合
金
製
ド
ー
ム
屋
根
を
採
用
し
た
。
さ
ら

に
、
同
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
一
環
と

し
て
、
２
号
配
水
池
の
ド
ー
ム
屋
根
部
分
に
、
同

部
分
と
し
て
は
日
本
初
と
な
る


相
当
の
太
陽

光
発
電
設
備
を
設
置
し
た
。
そ
こ
で
本
紙
で
は
、

地
球
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
着
々
と
事
業
を
進
め

る
同
市
水
道
事
業
の
取
り
組
み
を
高
藤
易
元
・
上

下
水
道
部
長
、
三
木
堅
志
・
水
道
工
務
課
長
に
聞

く
と
と
も
に
、
同
市
の
事
業
展
開
を
支
援
す
る
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
製
屋
根
工
法
協
会
の
活
動
に
つ

い
て
も
紹
介
し
た
。
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